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Knight C 5 J以来，需要不確実性下の企業行動に関して様々な分析がなされ
てきた。特に，1970年代(前半には)， Buron C 3 J C 4 J， Sandmo [1]， Mills 
〔日J，Zabel [14J等で，価格や需要関数に確率要因を導入するという手法を用
いて様々な平デル分析がなされた。きらに， Leland C 7 Jでは，価格および生
産量が，取引が成なする以前に決定されるのか否かによって，企業行二動モデノレ

















ついては，上述のモデル分析とは独立に， Sraffa [12)， Arrow [ 2 J.Okun [10) 
等ですぐれた議論がなされている。特に， Okunは，市場を(i)競売買市場 (auc-
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を示している。ただし pは価格 xは版売量 yは生産量である。第5列は，











I~J 競売買市場+受注生産 I Pκ 三川
(司 i競売買市場+見込生産 y I p， x I 
土団竺を型ilI1I p x(=y_) I












































y 需要量，p'(y)<口)，また yだけ生産するための費用関数を C(y)=cy 
(c>めとする。企業は利潤最大化を行なうものとすれば， 次の問題を解けば
よL、。
























い。この点を明示的に処理したければ， Leland C 7Jの quantitysetting firm 
のように，p(y)を確率的パラメーター θによってシフトするものと考えれば









的 )=-cy+S;(~.l (Y. 8)drtCめ
としなければならなL、。 Lelandは需要関数百逆関散を p(y，めとお〈ことで一般化に成功Lた
と考えているが，この点を考慮す忍ならそれは誤りである。







には yだけしか販売できなし、。 方 x三y のときには王だけ販売し.x-y* 
は破棄する九ここで，生産量と販売量の訴離を考慮するために，需要量をZ
とする。従って， ρ(y，B) 1;: p(x，めとなる。ある θが実現したとき，企業は
その 0のもとで売上高を最犬亡するような販売量を計算するu 従って，企業は
次の問題を解〈。
( 3) maxρ(x， 0) x 
問題(3)に一意内点解が存在すると仮定して，その解を Z二王〔めとする。生
産量をYとすれば，販売量Sおよび価格Fは，
I y， if x(の ~y
(4) S~i 
l正(0)，if x(めくy
I p(y， 0)， if x(B)孟y
(5) Þ~i 
1 p(x(O)， 0)， if x(O)くy
企業の期待利潤最大化問題は，
r， 
(6) max n;'(y)，π'(y) ~ I (pS-cy)d<t(O) 
となる。 π'(y)は，x(め=yを満たす0を O(y) として，
r，ω rF 






















まず， Leland (7 Jの pricesetting firmに注目しよう。企業は，パラメー
タ-8によって γ フトする需要関数が=XO(あの， (p:価格，向。/Bpく0，8xO/
08>0，ただし， 8は BE[1， B]で定義され分布関数引のに従うものとする〉
を想定して，次のような期待利潤最大化問題主解くものとする。
(8) maxπ。(p)，π。(p)= ¥ (p-c)XO(p， 8)dいくの
p J ， 
ただし，前節と同様，費用関数を C(x勺=cxoとV'-ある。このような期待利
潤の定式化が許されるのは企業が受注生産を行なっている場合である。なさな






























(ll)πR(p， y) =ー cy+ρ xR(P，O)d世(0)+py I ，、 d世(め



























































































これまでの議論によって，第N節の XO(p，0)， .zR(p， 8)に関し"(，











となる。さらに，"O(pO)ー が(p(pR， yR)はαの一次関数であるから， π。(pO)












13) Leland は』冠。(p勺〉日 ~pR， Y勺としている。この不等式は，本稿のモデルとの関連では α~l




















































(A. 1) 企(ιθ)=-ax+θ (a>の
とする。このとき，問題(3)は，
(A. 2) max (-ax+8)x 
最大化のための，一階および三階の条件は，
(A. 3) F. O. C. -2ax+8=O 
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I B '. B l 2a'if 2a<Y 
r -a.川 if:，;，;y 
P=i _ 
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F. O. C. -c+ I (-2ay+めd世(め=0(=π'"(y)) 
‘F包"'
S. O. C. -2a S:.，d<t(B)<u 
"叶 ~eì=-c+r'θd引の
¥ ;ta I J 0 ー
パ長)=-c<口
(A. 8)， (A. 9)より，問題(A.7)1;1:， YE(去去)に一意内点解を持つ。
次に，問題(2)の企(y，0) を(A.1)と同じ形に置き換えると問題(2)は，
r， 









(A. 12) -c十 I(-2ay料 +θ)d世〈め二日
d 乙
となる。 (A.11)， (A. 12)より，
ro rす
(A. 13) (-2ay本+8)d世(の=I (-2ay**+θ)d世(の




(A. 14) (-2ay* +θ)dO(8) +2a I (y*-y**)d世(8)=0 
明らかに， (A. 14)の左辺第項ほ負である。従って，
(A同 2as: (y*門仰)>0
となり ，y*>y仲となる o Pをより一般的な形， p=p(y，めで与える場合に
も，a'Play'の効果を無視するなら同等の結論が得られる。
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